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石狩湾沿岸における海底堆積物の主成分分析（多変量解析法）による解析 

Analysis of submarine sediment in the littoral of Ishikari Bay on Hokkaido by using the 
principal component analysis 
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石狩湾に流入する河川の河口付近の底質の分布や移動状況を調べ，海岸侵食との関連性や河川流出物の底質に
与える影響を知る目的でこの調査を実施した。対象河川は，石狩川と余市川であり，両河口周辺で海底堆積物の採
取を行った。採取試料に対し，粒度分析・砂粒組成・元素分析を行い，10 元素の定量値より多変量解析の一手法
である主成分分析を河口別に行った。これらの分析により，両河口から沖合いまたは海岸方向に広がる堆積物の分
布状況を把握することができた。また，調査海域外から供給される砕屑物の存在も認められた。 

 
 
近年，石狩湾沿岸では砂浜の侵食が多くの海岸でみられ，海岸や沿岸海底の堆積物の移動や底質の変化が生じ

ているものと考えられる。このため，石狩湾に流入する河川の河口付近の底質の分布や移動状況を調べ，海岸侵食
との関連性や河川流出物の底質に与える影響などを知る目的でこの調査を実施した。対象とした河川は，当海域で
比較的大きな流量を持つ石狩川とその西約 50km に位置する余市川である。以下の調査結果は，菅・濱田(2001)の
報告にも記載されている。 

 石狩川河口では，汀線沿い 20km，沖出し 4.5km の範囲において 139 点の海底堆積物の採取を行った。余市川
河口では，汀線沿い 5km，沖出し 3km の範囲において 48 点の海底堆積物の採取を行った。採取した試料に対し，
粒度分析・砂粒組成・元素分析を行った。元素分析では，試料を乾燥後メノウ乳鉢ですりつぶし，10 元素につい
て機器分析を行った。10 元素のうち，Cu,Pb,Zn,Ni,Co,Cr,Mn については，粉末試料0.2g をフッ化水素酸，硝酸，
過塩素酸により酸分解し水溶液とした後，偏光ゼーマン型原子吸光光度計で定量した。Fe,Ca,Mg については，粉
末試料をアルミキャップにいれ加圧固化し，蛍光Ｘ線分析装置により定量した。  

  各元素の定量値より，多変量解析の一手法である主成分分析を河口別に行った。この手法は各元素の含有量
または量比が類似している試料を同一グループにまとめる方法であり，田中ほか(1986)の文献を参考にしてプログ
ラミングを行った。本調査では計算で求めた各試料の第一，第二，第三の各主成分得点をグラフにプロットし，グ
ループ分けを行った。各主成分得点は，各元素の含有量に基づく試料間の差違を表す数値である。第一主成分得点
は，各試料間の差違が最大となるよう算出した元素毎の因子負荷量と各含有量の積を求め，それぞれの積を加算し
たものである。第二主成分得点は，グラフ上で第一主成分軸と直交する軸における試料の位置，第三主成分得点は
第一および第二主成分軸と直交する軸における試料の位置を示している。 

  主成分分析による解析の結果，石狩川河口では，河口からその沖合い，さらに西側に連なるＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，
Ｅの各グループが図に示すように存在する（本調査域の北西側は，今回はサンプリングしていない）。この連なり
はシルトや泥分の移動方向にほぼ対応するものと考えられる。また，海岸から1km 以内では，汀線にほぼ平行に分
布するグループ(図のＬ，Ｊ)がみられ，粒度組成からは細砂・中砂にほぼ対応する。Ｌは石狩湾新港を挟んで西側
にも分布する。さらに西側には，本調査域の西側海域から運ばれたと考えられるグループが存在する(Ｉ，Ｉ'，Ｈ，
Ｇ，Ｋ)。これらのグループは石狩川河口から流出した堆積物と沖側ではＦで，岸側ではＭの西側付近で主に交わ
るようである。 

  余市川河口における海底堆積物の移動状況は次のようである。余市川は，北に開いた余市湾の南西奥に河口
を持つ。主成分分析から同湾の堆積物は余市川からの流出物の影響を大きく受けていると考えられ，同河口から北
西側に扇状に連なる四つのグループが存在する。また，同湾外の西側海域からも砂の供給を受けており，同湾の西
側沖合いの堆積物にその影響がみられる。同湾奥の余市川河口からその東側にかけての海岸近くの堆積物には，余
市川などの河川や海食崖からの供給物のうち比較的粗粒なものが残留しているものと考えられる。 
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